
日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

1 推薦

髙瀬　義德 男 歳

農業 該当

水稲・その他 水稲、銀杏、ゆず a

歳 歳 歳

組織の名称 大分県農業共済組合

組合長理事　阿部　順治

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称 日田市土地改良区

理事長　吉秋　継德

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称 島内振興協議会

会長　髙瀬　剛

活動の主たる目的 地域振興の発展と環境整備を目的に活動

構成員数 人 （役員男女）

推進委員への推薦・応募の有無 無

中の島町、日ノ隈町、中釣町、亀川町、（自治会の住民で構成）

・これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
・認定農業者として農地の利用集積・集約化に努力、実践し、精力的に活動している。
・農業委員としての実績と引き続いて業務に貢献する意欲を持ち得ていること。

50

職　業

年　齢

氏　名

性　別

昭和22年開始以来の農業保険法（旧農業災害補償法に基づく農業共済制度）の運用（農業共済事業に関する引受及び損害の評価と
係る共済金の支払までの業務等の一切）と関係法の改正と本法改正により拡充の収入保険事業（正式事業名：農業経営収入保険事
業）の加入事務手続きの一切を実施するもの。並びに唯一実施する公法人の団体とする。

個
　
人

氏　名

性　別

年　齢

職　業

髙瀬義徳氏は、大分県農業協同組合を退職後、大分県農業共済組合理事や大分県農業会議理事等の役
職を務めるなど、農業に関し幅広い見識を有しているとともに、日田市土地改良区副理事長としても活躍し、
地域農業の現状をきめ細かく把握しており、地域農業者の信頼も厚いことから、日田市農業委員として業務
に大きく貢献できると考え推薦する。

74性　別

認定農業者の別

代表者又は管理者の氏名

経　歴

・大分県農業協同組合 H21年3月退職　・大分県農業共済組合理事 H27年4月～R3年6月
・日田市農業委員 H27年4月～H29年7月　・日田市農業振興地域整備促進協議会委員H27年9月～R3年8月
・日田市土地改良区理事・副理事長 H29年4月～現在　・大分県農業会議常設審議委員 H30年7月～R3年6月
・大分県農業会議理事 H31年3月～R3年6月　・日田市農業委員 R2年7月～現在

農業経営の状況 53[主な作目]

日田市土地改良区管内に農地を所有、耕作している農家

番　　号

抱負・応
募の理
由

農業と集落（農業地域）は生きる基本の「食」を支えるとともに、それぞれの地域の歴史や文化・伝統を継承していくという観点
から非常に重要な役割を担っています。田んぼ一面に水が満たされる水無月になり、白金色にきらめく水田にホタルが飛び回
る頃を過ぎ暑い夏を越え、やがて秋にはたわわに実った稲穂が黄金色に輝きます。古代から営々と続く日本の原風景です。ま
た、今後は農業の持つ多面的な機能を発揮させていくためにも、環境との調和も必要と思います。しかしながら、日田の農業に
おいても農業・農村を取り巻く環境は厳しく、農業者の高齢化による農地の荒廃や担い手不足に伴い、生産活動が停滞し、農
業や農村が持っている多面的機能の維持にも支障が生じてきています。これらの課題を解決していくためには、地域(集落)に
おける農業者のための未来設計図「人・農地プラン」を関係者各位と協議検討し作成しなければなりません。そして農業を通じ
た持続可能なまちづくりに取り組まなければならない。そのためには担い手への農地の集積・集約化の加速、遊休農地の発生
防止・解消、後継者が将来を展望できる需要拡大や、6次産業化の促進、農産物の海外輸出等、新たな付加価値を高める農
業への転換を図り、持続可能で強く豊かな農業が出来る環境整備を目指して頑張っていきたいと考えています。

代表者又は管理者の氏名

団
　
体

構成員の
資格、用件

等

推薦する
理由

団
　
体

構成員の
資格、用件

等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

代表者又は管理者の氏名

構成員の
資格、用
件等

推薦する
理由

団
　
体

大分県内在住の農業者であり、自ら農業経営等を行い、かつ農業保険法に基づく当組合の事業規程による
加入基準を満たす者。

・平成27年4月以降、2期6年に亘り日田市域を代表する当組合理事を務め、前掲の農業保険法に関する諸制度の普及
推進と加入啓発に尽力したこと。
・又拡充された農業保険法による収入保険事業（農業経営収入保険事業をいう）の啓発に務め、中西部地域（大分市、由
布市、玖珠郡並びに日田市）を県内一の収入保険事業に関する加入域としたこと。
以上等により農業災害の補償並びに農業者の収入補償等を通じ、地域農業の安定に寄与するリーダー的な存在であり、
貴市農業委員会の業務を通じ、今後にあっても農業者の収入確保に関する施策に資すると考えること。
更に貴市域の農業振興計画等の具現化に役立つ人物と確信すること。

土地改良施設の維持管理を通して、ふるさとの食と緑を守り育て、活力ある地域農業の振興に寄与する。

推薦・応募の別

営農類型 耕作面積

氏　名

性　別

年　齢

職　業

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名

年　齢

職　業

16,205

1,597



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

2 推薦

石井　照久 男 歳

農業 該当

水稲・その他 菌床椎茸 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 前津江町自治会連合会

会長　松木　良和

活動の主たる目的 互いに支えあい住み良いまちづくり

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数

推進委員への推薦・応募の有無 無

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

性　別 性　別

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

日田市前津江町に住所があり居住している者

推薦する
理由

農業委員会の会長として委員からの信任を得ている。
認定農業者として、農地の利用集積・集約化等を実践し、また高齢化に伴い、担い手不足のため、耕作放棄
地の未然防止等のため精力的に活動している。

886

年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢

年　齢 年　齢 年　齢

氏　名 氏　名 氏　名

性　別

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢

抱負・応
募の理
由

緑豊かな日田市の農村風景を２１世紀を担う子供たちへ残していきたい。

64

職　業 認定農業者の別

経　歴

・前津江村農業委員　Ｈ14年7月～
・日田市農業委員　Ｈ17年7月～　・日田市農業委員副会長　Ｈ26年7月　　・日田市農業委員会長　Ｒ2年7月～
・日田市民生委員　Ｈ18年～
・農事組合法人きのこPARK代表　Ｈ26年～

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 100



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

3 推薦

横田　秀喜 男 歳

農業 該当

水稲・果樹・その他 梅、栗、柚子、椎茸 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 東大山五馬市水利組合大山支部

支部長　飯沼　孝徳

活動の主たる目的 農業生産力の増進

構成員数 戸

組織の名称 老松水利組合

会計・事務局　川津　博美

活動の主たる目的

構成員数 戸

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

推薦する
理由

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている。地域農業や農家情報に精通しており、担
い手への農地収得や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業務に貢献できると考えている
と思います。

団
　
体

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

構成員
の資格、
用件等

地区内に農地を有し水路を利用している者

推薦する
理由

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得ている。地域農業や農家情報に精通しており、担
い手への農地情報や耕作放棄地の未然防止解消等、農業委員会業務に貢献できると考える。

92

構成員
の資格、
用件等

地区内に農地を有しメーター器を設置している者

推薦する
理由

性　別 性　別 性　別

年　齢

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別

年　齢 年　齢

代表者又は管理者の氏名

農業生産力の増進

35

職　業 職　業 職　業

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別

性　別

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

年　齢 年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

70

職　業 認定農業者の別

経　歴

・東大山・五馬市水利組合(一般支部役員） H26年4月～現在　・老松水利組合組合長 H27年4月～現在
・大山町西大山中川原地区生産組合組合長 Ｒ2年10月～現在　・中川原地区農事主事会会長 H31年4月～現在
・日田市農業共済共済部長 H31.4月～現在　・大分県椎茸協九大支部連合会副会長 Ｒ2年2月～現在
・日田市農業委員 Ｈ27年～29年、Ｒ2年～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 90

抱負・応
募の理
由

①イノシシ・シカ等の有害鳥獣対策が急務である。農作物、シイタケへの被害をくい止めるには頭数を減
らす事が被害の減少になる。
②人・農地プランを強化推進し、農業を通した「持続可能なまちづくり」が急務である。
上記の2点について、関係機関への働きかけ、日田市の活性化に向けて農業委員として取り組む。

推
　
薦
　
者

個
　
人

年　齢



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

4 推薦

平川　修 男 歳

農業 該当

その他 肉用牛 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 日田市土地改良区

理事長　吉秋　継德

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

1,597

土地改良施設の維持管理を通して、ふるさとの食と緑を守り育て、活力ある地域農業の振興に寄与する。

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

日田市土地改良区管内に農地を所有、耕作している農家

推薦する
理由

平川氏は、大分県農業協同組合を退職後、日田市土地改良区山田原委員会監事等の役職を務めるなど、農業に関して
幅広い見識を有しているとともに大分県指導農業士としても活躍し、農業認定者として農地の利用集積・集約化について
自ら規模拡大を実践し精力的に活動している。地域農業の現状をきめ細かく把握しており、地域農業者の信頼も厚いこと
から、日田市農業委員として業務に大きく貢献できると考え推薦する。

職　業 職　業 職　業

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢

年　齢 年　齢 年　齢

59

職　業 認定農業者の別

経　歴
・日田市農業協同組合　Ｓ61年4月～Ｈ12年4月
・山田原土地改良区　監事
・大分県指導農業士　Ｒ2年～

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積

番　　号

120

年　齢 年　齢

推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢

抱負・応
募の理
由

これまでの職歴、農業経験等から地域の信任は有ると考える。
又、地域農業や農家情報に精通しており、担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止、解消等、農
業委員会業務に貢献していきたい。



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

5 応募

綾垣　和子 女 歳

主婦 非該当

a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

氏　名 氏　名 氏　名

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

年　齢 年　齢 年　齢

職　業

性　別 性　別 性　別

抱負・応
募の理
由

前回農業委員をさせていただきましたが、コロナ禍で研修、活動が制限されました。今回は少しでも多く
の機会を得て、活動できる様頑張りたいです。
若者や一般（農家以外）の方々に農業の魅力、楽しさ、やりがい等や食の問題を問いかけて、改善点を
見つけ出したいと思っています。

職　業 職　業

職　業 職　業

番　　号 推薦・応募の別

氏　名 性　別 年　齢

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

性　別

70

職　業 認定農業者の別

経　歴
・日田スズキ自動車株式会社　Ｈ4年2月～Ｈ29年4月
・日田市介護相談員　Ｈ29年4月～Ｒ4年10月
・日田市農業委員　Ｒ2年7月～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

6 推薦

穴井　浩司 男 歳

農業兼日田市再任用職員 申請中

水稲・野菜・果樹 水稲・栗・銀杏・産直野菜 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 東有田振興協議会

会長　荏隈　𠮷則

活動の主たる目的 東有田地区内の振興を推進するため、必要な施策とその実現に向けて努力すること

構成員数 人

組織の名称 日田市須ノ原土地改良区

理事長　小山　一善

活動の主たる目的 須ノ原土地改良区内の農地、農業用施設（農道、給水施設、側溝等）の維持管理

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

東有田地区に居住する世帯主

推薦する
理由

　東有田振興協議会においては、人口の減少、農家の高齢化に伴い農業の担い手不足、耕作条件の悪い
中山間地域の農地が主であることから耕作放棄地の拡大が懸念される状況であり、今後安心して生活がで
きる東有田地域の継続を考える中で、農業の安定した継続が課題となっており、どう取り組んでいくか、検
討・対策が急務である。
　このような状況であり、行政経験（農業分野）が豊富であり、地域の実情にも詳しい、穴井氏に地域農業の
ため活動してもらいたく、農業委員として推薦します。

年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

500

年　齢

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

須ノ原土地改良区管内の農地所有者

推薦する
理由

　須ノ原土地改良区管内の農地（108ha）については、現在は、かろうじて耕作放棄地も無く、管理ができてい
る状況であるが、今後、農家の高齢化、担い手の減少により耕作放棄地の発生が危惧されており、新たな担
い手の確保、農地・農業用施設の再整備が課題となっている。
　推薦する穴井浩司氏においては、須ノ原土地改良区の構成員として、改良区の監査を務めており、改良区
管内の農業の現状を熟知していることと併せ、永年の市役所勤務の中で、農業委員会、農政担当部署の経
験が豊富であり、農地法、国・県・市の行政施策に精通していること、また、地元農家の信頼も厚く、日田市
内の農地・農家の状況についても熟知していることから、農業委員として、活動してもらいたく推薦するもので
す。

職　業 職　業 職　業

団
　
体

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢

抱負・応
募の理
由

　日田市の農業の現状は、高齢化による担い手不足、耕作放棄地の拡大が進む等厳しい状況であり、担い手農
家への農地の集積・集約、優良農地の確保、地域計画策定の取り組み等、農業委員会（農業委員・農地利用最
適化推進委員）の役割は益々重要となっています。
　これまでの行政経験を生かして農業委員として活動する中で、地域、また、日田市農業の継続・発展に少しでも
お役に立てるように取り組みたいと考えています。

175

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢

年　齢 年　齢

63

職　業 認定農業者の別

経　歴

・Ｓ53年3月　大分県立日田林工高等学校　土木科卒業　・Ｓ53年4月　日田市役所採用（社会課）
・Ｒ2年3月 日田市役所定年退職（農業委員会事務局）42年の勤務　・Ｒ2年4月 日田市役所再任用職員として勤務し現在に至
る
・市職員として在職中に農業委員会に通算7年間、農業部門に通算7年間勤務
・Ｒ2年4月～Ｒ4年3月まで再任用職員として農業振興課に2年間勤務
・◎Ｓ61年度～Ｈ元年度農業委員会にて、農家基本台帳の電算化に携わる。
・Ｈ21年度から22年度、農業振興地域制度の見直しに携わる。・Ｈ28年度に日田市農業振興ビジョンの見直し・Ｈ29年7月の九
州北部豪雨災害の復旧に携わる。・Ｒ2年度に再任用職員として、農地中間管理事業、人・農地プランの作成に携わった。

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 210

番　　号 推薦・応募の別



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

7 推薦

河津　裕治 男 歳

農業 該当

水稲、野菜、その他 水稲・きゅうり・椎茸 a

歳 歳 歳

組織の名称 出口土地改良区

理事長　髙瀬　朝好

活動の主たる目的 農業・生産力の増進

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

認定農業者として、農地の利用集積・集約化について、自ら規模拡大を実践し精力的に活動している。
農地集積や耕作放棄地の未然防止等農業委員会業務に貢献できると思う。

職　業 職　業 職　業

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

天瀬に在住し、農地を有する者

推薦する
理由

69

職　業 認定農業者の別

経　歴
愛知トヨタ（株）　S47年4月～S53年3月
自宅にて就農　S53年4月～現在
日田市農業委員　H26年7月～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 418

年　齢 年　齢

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢

抱負・応
募の理
由

農業従事者の高齢化や担い手不足の中、農地集積等を行い耕作放棄地の減少に努めたい。

80



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

8 応募

中川　和義 男 歳

無職 非該当

林業 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 74

職　業 認定農業者の別

経　歴
福岡中央郵便局　S45年12月１日入局
中川郵便局　H19年3月31日退職

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積

抱負・応
募の理
由

令和2年7月豪雨により天ヶ瀬町女子畑水路被害を受け、私の山林を復興に貸しています。
農業を深く知らないからこそ忖度のない新しい目で見ることが出来、農業の発展に貢献できると思いま
す。

性　別

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推薦する
理由

職　業

構成員
の資格、
用件等

職　業 職　業

団
　
体

推
　
薦
　
者

年　齢 年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

9 推薦

湯浅　正徳 男 歳

農業 該当

水稲・野菜・果樹・その他 イチゴ・梨・ねぎ・椎茸 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 五馬本村土地改良区

理事長　湯浅　正德

活動の主たる目的 農業生産性の向上及び農業総生産の増進

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

耕作面積 750

抱負・応
募の理
由

地域農業の将来を見据え、耕作放棄地の未然防止や解消に貢献したい。

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 64

職　業 認定農業者の別

経　歴
・五馬本村土地改良区　工事部長　Ｈ19年4月1日～Ｈ24年3月31日
・五馬本村土地改良区　理事長　　Ｈ24年4月1日～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目]

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

日田市天瀬町五馬市内の五馬市、新井川、宮の先、日向市、山田、目野に農地を有する者

推薦する
理由

　認定農業者として、農地の利用集積や集約化について、自ら先頭に立ち規模拡大に取り組み、精力的に活
動している。これまでの農業従事経験等から地域における信頼は絶大である。地域農業や農家情報に精通
しており、地域農業の将来を見据え、耕作放棄地の未然防止や解消等について早い時期から積極的に取組
むなど日田市の農業委員会業務に大いに貢献できると考える。

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

年　齢 年　齢 年　齢

34

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

10 推薦

原田　文利 男 歳

農業（法人役員） 該当

野菜・果樹 エンダイブ・銀杏 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 大鶴振興協議会

会長　井上　正信

活動の主たる目的 大鶴地区の各種事業の推進や住民の福祉増進

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

[主な作目] 耕作面積 30

抱負・応
募の理
由

農業従事者の高齢化や後継者不在は一層深刻な状況で遊休農地は増える。そこで集落営農の推進による農地
の保全と担い手となる新規就農者の確保育成、参入企業の誘致等を図り、地域農業の振興に努めたい。

年　齢 年　齢 年　齢

年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 68

職　業 認定農業者の別

経　歴

・昭和52年（1977）3月　佐賀大学農学部卒業
・昭和53年（1978）10月　日田市役所採用
・平成27年（2015）3月　日田市役所退職
・平成28年（2016）10月～　（農）大肥郷ふるさと農業振興会代表理事
・平成30年（2018）7月～　森林組合監事

農業経営の状況 営農類型

推
　
薦
　
者

年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

大鶴地区内に居住する住民

推薦する
理由

　原田氏は（農）大肥郷ふるさと農業振興会の代表理事を務めており、これまでの職歴や農業経験等から地
域の信任を得ている。また、地域農業や農家情報に精通しており、農業委員会業務に貢献できると考える。

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

1,172



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

11 推薦

河津　祐二 男 歳

農業 該当

水稲・果樹・その他 えのき茸・梅 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 おおやま清流自治会

自治会長　矢羽田　市夫

活動の主たる目的 地域的な共同活動を行うことにより、良好な地域社会の維持形成に資することを目的とする

構成員数 世帯

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

　農業担い手の高齢化が進む中、放置された水田、荒廃園地の増加等が危惧されている。これらの農地に係わ
る諸問題解決に向けて農業委員としての責務をしっかりと認識し、取り組みたい。また、大分県指導農業士として
のこれまでの活動経験、人脈を活用し、次世代の担い手の確保・育成に取り組み、日田市農業の振興に寄与した
い。

年　齢 年　齢 年　齢

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 56

職　業 認定農業者の別

経　歴

・日田市消防団　平成3年4月～現在（大山方面団分団長　平成29年4月～現在）
・旧鎌手小学校育友会役員　平成18年4月～平成25年3月（Ｈ23.4～Ｈ25.3　会長）
・大山農協えのき部会役員　平成21年9月～現在　　　・おおやま清流自治会役員　平成23年4月～平成28年3月
・鎌手耕地組合役員　平成29年5月～現在　　　　　　　・日田2期地区鎌手工区換地委員　令和3年2月～現在
・大分県指導農業士　令和2年7月～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 53

抱負・応
募の理
由

年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

大山町清流団地内

推薦する
理由

これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。認定農業者である。

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

155

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

年　齢



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

12 推薦

梶原　真悟 男 歳

農業 該当

野菜・果樹 スイカ・梨・白菜 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 東有田地区振興協議会

会長　荏隈　𠮷則

活動の主たる目的 東有田地区内の振興を推進するため、必要な施策とその実現に向けて努力すること

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

年　齢 年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

東有田地区に居住する世帯主

推薦する
理由

東有田振興協議会においては、人口の減少、農家の高齢化に伴い農業の担い手不足、耕作条件の悪い中山間地域の農地が主である
ことから耕作放棄地の拡大が懸念される状況である。また、今後安心して生活ができる東有田地域の継続を考える中で、農業の安定し
た継続が課題となっており、どう取り組んでいくか、検討・対策が急務である。
　このような状況であり、若手営農者であり若手農業者の代表として活動している、梶原氏に地域農業のため活動してもらいたく、農業委
員として推薦します。

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 35

職　業 認定農業者の別

経　歴

・熊本県立大学　平成18年4月～平成22年3月　　　・熊本県立大学大学院　平成22年～平成24年3月
・鳥取大学乾燥地研究センター　平成24年4月～平成26年3月　・農家（実家の自営農業）　平成26年4月～現在
・ＪＡおおいた日田青年農業研修会　会長　令和2年5月～現在
・日田市農業振興ビジョン推進委員会　委員　令和2年10月～現在
・大分県青年農業連絡協議会　事務局長　令和4年4月～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 420

抱負・応
募の理
由

　若い世代として担い手への農地集積化・農業と非農業用地の調整など農地利用の最適化に積極的に関わり、
地域へ貢献します。また、これまでの青年農業組織活動での経験を活かし、農業の先進技術の導入推進や地域
資源の最大限の活用、将来を担う担い手への支援などに対し、課題を提起し、現実的な提案を行っていきます。

500



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

13 推薦

飯田　隆 男 歳

農業 該当

水稲・果樹 水稲・梨 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 ＪＡおおいた日田梨部会

部会長　小埜　照明

活動の主たる目的 梨の生産および販売活動

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 66

職　業 認定農業者の別

経　歴
・昭和51年　就農　　・平成20年～29年　大分県指導農業士
・平成23年～26年　日田梨部会役員　（即売部長、副部会長）
・平成26年～現在　（株）栄ライスサポート社長　　・平成29年7月～現在　日田市農業委員

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 200

抱負・応
募の理
由

農地の利用集積・集約化を進めていく。
地域の担い手を育て、自らも耕作放棄地を解消していく。
若い農業者の育成に努める。

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

日田梨部会の部会員

推薦する
理由

　日田梨は大分県を代表する作物であり、飯田氏についても、現役の梨生産者であり、日田梨部会員でもあ
る。これまで部会役員として、副部会長、即売部長を歴任し、部会の発展および後継者育成に寄与していた
だいた。現在も梨農家の傍ら（株）栄ライスサポートの社長として稲の刈取り、乾燥調整作業の地域貢献団体
を牽引しており、農業全般にわたり知識が豊富であるため推薦する。

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

年　齢 年　齢

83



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

14 推薦

樋口　虎喜 男 歳

農業 非該当

水稲 水稲 a

財津　政美 坂本　典文 坂本　稔

男 男 男

歳 歳 歳

農業 農業 農業

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

・日田市農業振興課長　平成18年4月～平成22年3月（4年間）
・日田市農林振興部長　平成22年4月～平成25年3月（3年間）

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 18

抱負・応
募の理
由

　少子高齢化に伴う担い手の減少により、耕作放棄地が増加し、食料自給率が低下、担い手・農地の集積、農業
所得の向上対策、また、有害鳥獣対策などの農業農村を取り巻く環境は、ますます悪化、いまこそ抜本的対策を
行わないと、食糧難で大変なパニックになることは目に見えている。農家や行政等への働きかけにより、多くの課
題を解決し、農業や農村が豊かで持続可能となる活動を委員の皆さまと伴に取り組んでいきたいと思います。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

66

職　業 職　業 職　業

年　齢 75 年　齢 68 年　齢

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推薦する
理由

これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得ている。
地域農業・農村を取り巻く状況や課題を熟知しており、農業委員会業務に貢献できると考える。

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 67

職　業 認定農業者の別

経　歴

推
　
薦
　
者

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

15 推薦

財津　満寿光 男 歳

農業 該当

水稲・果樹 原木乾椎茸 a

組織の名称 東有田地区振興協議会

会長　荏隈　𠮷則

活動の主たる目的 東有田地区内の振興を推進するため、必要な施策とその実現に向けて努力すること

構成員数 人

組織の名称 東有田自治会連絡協議会

会長　宿利　忠祥

活動の主たる目的 東有田地区内自治会の円滑なる運営を図るため相互の連携を保ち地域の振興を推進することを目的とする。

構成員数 東有田9町内

組織の名称 月出山まちづくり委員会

会長　阿部　康夫

活動の主たる目的 地域農業の保全維持管理生産向上及び地域の活性化

構成員数 人

組織の名称 日田しいたけ生産協議会

会長　大谷　定治

活動の主たる目的 原木乾椎茸の生産・普及及び販売促進

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 57

職　業 認定農業者の別

経　歴

・昭和59年3月　大分県立日田高等学校卒業　　・昭和60年4月　後継者として農業に従事
・月出山まちづくり委員会役員　営農部オペレーター（平成14年～現在）
・大分県椎茸農業協同組合久大地区連合会　日田分会副会長（令和3年～現在）
・日田市農業委員会委員2期（平成29年～現在）　　・東有田地区振興協議会代表委員（平成29年～現在）
・全国乾椎茸品評会1等賞（林野庁長官賞）受賞（平成20、21、24、27、28、30年）
・大分県椎茸農業協同組合　優秀生産技術士認定（平成29年）

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 150

抱負・応
募の理
由

　将来耕作放棄地の増加が予測される中、地域においてＵターン、Ｉターンや担い手である人材の育成を目指し、
いかに農地を守り、有効活用するか等の問題に地道に取り組んで参ります。

推
　
薦
　
者

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

東有田地区内に在住するもの

推薦する
理由

　地域の人口減少・高齢化及び農業後継者不足等により地域農業の衰退化が進行しており、耕作放棄地の拡大が懸念されている。こう
したなか、今後安心して生活できる東有田地域の継続を考える中で、農業の安定した継続が課題となっており、どう取り組んでいくか、検
討・対策が急務となっている。このような状況であり、当協議会としては、これまで農業委員としての経験が豊富であり長年まちづくり団体
にも参加し、地域の実情にも詳しく農業に対しての知見も高い、財津満寿光氏に地域農業のため活動してもらいたく、農業委員として推
薦します。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

月出町に在住する世帯の代表者

推薦する
理由

月出町に於いて農林業の数少ない専業農家で、町内唯一の認定農業者として地域農業の先導的役割を長
年勤め、１期・2期ともに町内全員の推挙で農業委員を依頼した。担当地区内に於ける農地の貸し借りについ
て基本を双方に詳細に説明納得させる等地域の信任を得ている。高齢化が進み後継者不足の地域農業の
現状に於いて先導的担い手として信頼と期待を寄せている。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

東有田地区に居住する世帯主

推薦する
理由

　東有田振興協議会においては、人口の減少、農家の高齢化に伴い農業の担い手不足、耕作条件の悪い中山間地域の農地が主であ
るなどの要因により、耕作放棄地の拡大が懸念される状況である。こうしたなか、今後安心して生活ができる東有田地域の継続を考える
中で、農業の安定した継続が課題となっており、どう取り組んでいくか、検討・対策が急務である。このような状況であり、認定農業者とし
て地域の先導的な役割を長年担い、農業委員として2期6年勤め経験が豊富であり、またまちづくり団体にも積極的に参加し地域の実情
にも詳しい、財津満寿光氏に地域農業のため活動してもらいたく、農業委員として推薦します。

500

50

代表者又は管理者の氏名

62

構成員
の資格、
用件等

日田市に在住し大分県椎茸農協の組合員

団
　
体

推薦する
理由

　日田しいたけ生産協議会副会長として小学生への食育や原木椎茸のＰＲ活動を精力的に行っている。ま
た、乾椎茸部門で有機ＪＡＳの認証を受け、高品質でより安全な商品を作っており、地域の保全活動や月出
山まちづくり委員会の役員として活躍している。認定農業者として農地の利用集積・集約化についても精力
的に活動している。



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

16 推薦

中島　幸一郎 男 歳

農業 非該当

水稲・野菜・花き 葉ワサビ・ニンニク・米 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 伏木地区農地保全組合

組合長　梶　伸廣

活動の主たる目的 農地、農業用施設の保全管理、農作業受託等

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 73

職　業 認定農業者の別

経　歴

・日田市役所勤務　昭和45年4月～平成21年3月
・農事組合法人かげつ理事　平成24年6月～平成27年5月
・日田市農地利用最適化推進委員　平成29年7月～
・市ノ瀬農地保全組合監事　平成30年～令和2年3月
・市ノ瀬農地保全組合組合長　令和2年4月～

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 245

抱負・応
募の理
由

　農地利用最適化推進委員として、2期5年7ヶ月の経験から、地域農業について、多岐にわたり貢献できると思
う。又、市ノ瀬農地保全組合長を3年、多面的機能保全組合長を2年務めており、地元農地保全に尽力していると
ころである。今後、高齢化社会を迎え、担い手不足、耕作放棄地が進む中で、地域農業をいかに存続させ農地の
保全の必要性を認識し、農業委員としての使命を理解し、努力していきたいと考えております。

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

45

構成員
の資格、
用件等

農業者、伏木地区に農地を有する者

推薦する
理由

　三花地域における農業等を深く理解し、積極的に活動を行っている所が見えます。又、農地利用最適化推
進委員としてきめ細やかな活動を行っており、農業委員として期待できる方と思います。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

17 推薦

井上　俊勝 男 歳

自営業 非該当

水稲 a

和田　秀秋 長尾　龍助 野田　繁美

男 男 男

歳 歳 歳

農業 農業 農業

組織の名称 農事組合法人　小野谷

代表理事　組合長　美野　英俊

活動の主たる目的 水稲作業受託（耕起、田植、刈取り、ライスセンター）

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

推薦する
理由

　これまでの職歴、農業の経験等から地域の信任を得ている。農地の利用集積・集約化についても、自ら実
践し、精力的に活動している。地域農業や農家情報に精通している。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

抱負・応
募の理
由

　現在の農業情勢を見ると、地方においては農業者の高齢化と共に後継者不足等、農業経営が危機的状態であ
り今後の課題が山積みの状態です。今後農業委員に応募するにあたり、微力ではあるが、今までの経験と営農指
導員資格も合わせて、日田市でも特に周辺部の農地放棄を未然に防ぐため、農地の集約化（認定農業者・農事
組合法人に委託等）農地の維持管理に努めたい。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

164

構成員
の資格、
用件等

日田市在住、10ａ以上農地を有するもの

推薦する
理由

現在、殿町自治会長を務め、農協職員として事務経験もあり、農事組合法人小野谷の監事も務めている。
又、井上氏は個人的にトラクター、田植機も所有し、精力的に農業には特に関心を持っている人物である。

性　別 性　別 性　別

年　齢 73 年　齢 70 年　齢 74

職　業 職　業 職　業

耕作面積 29

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 72

職　業 認定農業者の別

経　歴
・昭和46年3月　大分短期大学園芸学部卒業　　・昭和46年4月　日田市農業協同組合営農部奉職
・昭和47年　営農指導員資格習得　　　　　　　 ・平成2年　日田市農業協同組合退職
・令和5年1月現在　殿町自治会長・農事組合法人小野谷監査・平農地保全組合組合長

農業経営の状況 営農類型 [主な作目]



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

18 推薦

川津　清則 男 歳

農業 該当

水稲・野菜 米・エノキ・きゅうり a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 株式会社　中津江村農林支援センター

代表取締役　橋本　正一

活動の主たる目的 上・中津江における農林業の増進

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

8

構成員
の資格、
用件等

作業受委託
利用権設定、中間管理など

推薦する
理由

　耕作放棄地の未然防止等、地域の方と情報を取り、農業もしているので、いろいろと貢献できると思いま
す。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 61

職　業 認定農業者の別

経　歴
・トヨタ自動車（株）　昭和52年4月～56年3月　　・岡本建設　昭和56年4月～60年3月
・エノキ茸栽培　昭和61年1月～現在　　　　　　　・（株）つえのさと設立　　平成28年3月～現在
・日田市農業委員　平成29年7月～現在

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 64

抱負・応
募の理
由

　上津江町、中津江村の農地を守っていきたい。



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

19 推薦

中島　浩司 男 歳

農業 該当

水稲 a

歳 歳 歳

歳 歳 歳

組織の名称 日田しいたけ生産協議会

会長　大谷　定治

活動の主たる目的 原木乾椎茸の生産・普及及び販売促進

構成員数 人

組織の名称 西有田振興協議会

会長　中嶋　敏孝

活動の主たる目的 西有田地区の発展を目標とする

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

62

構成員
の資格、
用件等

日田市に在住し大分県椎茸農協の組合員

推薦する
理由

　認定農業者である。日田しいたけ生産協議会の事務局として、会の活動・運営に精通している。農業法人
の代表であり、幅広く農地の集積・集約化について、自ら規模拡大を行い精力的に活動している。これまでの
職歴や農業経験から農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会業務に貢献できると考える。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

26

構成員
の資格、
用件等

　西有田地域住民

推薦する
理由

　西有田地区でこの人以外はいませんので、推薦する。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 年　齢 年　齢

職　業 職　業 職　業

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 54

職　業 認定農業者の別

経　歴
・西有田振興協議会　評議委員　平成27年7月～現在
・ＯＳＫ日田分会副会長　平成30年～令和2年

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 1700

抱負・応
募の理
由

　日田市農業の発展の為、これまでの経験を活かし、新しい技術や考え方を取り入れて、農業委員会に貢献でき
るように頑張りたいと思います。



日田市農業委員会の委員の推薦及び応募の状況（最終）

20 推薦

川良　澄子 女 歳

農業 非該当

野菜 大根・じゃがいも・ニンジン a

梶原　スマ子 十時　美津子 左原　三枝子

女 女 女

歳 歳 歳

会社員 農業 農業

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

組織の名称

活動の主たる目的

構成員数 人

推進委員への推薦・応募の有無 無

推薦する
理由

　ＪＡおおいた日田女性部の部長に令和3年5月より就任しております。女性部員として長年に渡り活躍してお
り、女性部活動はもとより地域貢献活動等にも積極的に参加しており、豊富な経験と知識を要していることか
ら、農業委員として貢献できると考えます。

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

団
　
体

代表者又は管理者の氏名

構成員
の資格、
用件等

推薦する
理由

推
　
薦
　
者

個
　
人

氏　名 氏　名 氏　名

性　別 性　別 性　別

年　齢 73 年　齢 63 年　齢 75

職　業 職　業 職　業

番　　号 推薦・応募の別

被
推
薦
者
又
は
応
募
者

氏　名 性　別 年　齢 75

職　業 認定農業者の別

経　歴
・ＴＤＫ株式会社　昭和57年8月～平成19年3月　　　　　　　　　・ＪＡ婦人部入会　平成16年1月～現在
・ＪＡ婦人部日田支部副部長　平成28年4月～令和3年3月　  ・ＪＡ婦人部日田支部支部長　令和3年4月～現在
・地元野菜を販売する朝市を18年やっていて代表者

農業経営の状況 営農類型 [主な作目] 耕作面積 0

抱負・応
募の理
由

　地域貢献の為の朝市、安心安全の野菜を提供したい。


